
第10号

こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

長
崎
市
議
会
議
員

ご相談はお気軽に！

桜
の
花
も
満
開
に
咲
き
そ
ろ
い
、
お
だ
や
か
な
季
節

を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
も
新
年
度
に
伴
い
委
員
会
の
改
選
が
あ
り
、
常

任
委
員
会
は
「
厚
生
委
員
会
」、
特
別
委
員
会
は
「
新

市
立
病
院
建
設
委
員
会
」
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

平
成
17
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
定
例
議
会
が
３
月

２
日
よ
り
開
催
さ
れ
、
国
か
ら
地
方
へ
の
事
務
負
担
・

税
源
移
譲
を
見
直
し
さ
れ
て
い
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」

で
長
崎
市
は
歳
入
面
で
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
徹
底
し
た
行
財
政

運
営
に
努
め
、
更
な
る
効
率
的
・
効
果
的
な
対
策
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
定
例
議
会
・
委
員
会
の
中
で
論
議
を
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
市
議
会
議
員
と
し
て
２
年
が
経
過
し
、

今
日
ま
で
貴
重
な
経
験
・
体
験
を
重
ね
反
省
す
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
前
の
初
当
選
で
の
感

動
・
感
激
を
肝
に
銘
じ
て
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
議
員
と
し
て
「
反
省
を
課
題
に
」「
課
題
を
反

省
に
」
向
け
て
努
力
し
、
長
崎
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
は
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
や
さ
し
い
街

づ
く
り
」「
元
気
な
長
崎
」
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に

活
動
を
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五

輪

清

隆
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！
【
質
問
】「
学
校
選
択
制
」
の
目
的
で
あ
る
、

「
特
色
あ
る
教
育
」「
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
」
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
平

成
15
年
６
月
に
「
通
学
区
域
審
議
会
」

よ
り
答
申
さ
れ
た
以
降
、
学
校
と
ど
の

よ
う
に
連
携
を
図
り
指
導
を
展
開
し
た

の
か
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
学
校
選
択
制
は
、
近
く
に
学
校
が

あ
っ
て
も
遠
く
の
学
校
に
通
学
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
現
行
の
通
学

区
域
に
お
け
る
課
題
の
解
消
と
学
校
を

活
性
化
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
学
校
に

し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
教
育
委
員
会
も
計
画
的
な
学

校
訪
問
や
校
長
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

教
職
員
の
配
置
、
時
期
を
得
た
研
修
会

の
実
施
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
各
学
校

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
は
、
会
派
代
表
質
問
が
あ

り
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
よ
り
柳
川
議
員
が
平

成
17
年
度
の
市
政
方
針
に
対
し
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
「
五
輪
清
隆
」
議
員
は
今
年
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
市
立
小
中
学
校
を
対
象
に

し
た
学
校
選
択
制
度
に
関
し
て
、
問
題
点
を

指
摘
し
関
連
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
質
問
】
今
回
の
選
択
制
度
導
入
に
よ
り
、
通

学
区
域
外
入
学
を
申
請
し
た
要
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

【
答
弁
】
昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
学

校
選
択
制
の
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護

者
全
員
に
「
希
望
申
請
書
」
を
配
布
し
、

入
学
し
た
い
希
望
学
校
を
把
握
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
小
学
校
で
２
２
７
名
、

中
学
校
で
２
８
２
名
の
保
護
者
か
ら
申

請
が
あ
り
、
今
回
は
全
員
が
希
望
の
学

校
へ
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
理
由
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は

把
握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
窓
口
対

応
の
中
で
経
験
的
に
把
握
し
て
い
る
理

由
と
し
て
は
、
①
近
い
学
校
へ
行
き
た

い
か
ら
、
②
安
全
な
道
路
を
通
学
で
き

る
学
校
へ
行
き
た
い
か
ら
、
③
仲
の
良

い
友
達
と
同
じ
学
校
へ
い
き
た
か
ら
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
質
問
】
今
回
の
よ
う
な
申
請
結
果
の
状
況
が

数
年
続
け
ば
、
学
校
の
活
性
化
よ
り
も

生
徒
数
が
激
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小

規
模
校
が
増
え
て
将
来
的
に
小
規
模
同

士
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

【
答
弁
】
学
校
選
択
制
は
、
小
中
学
校
へ
の

入
学
に
あ
た
っ
て
保
護
者
や
児
童
・
生

徒
の
意
向
を
尊
重
す
る
制
度
で
あ
り
、

適
正
規
模
の
学
校
を
目
指
し
て
小
中
学

校
の
適
正
配
置
を
推
進
す
る
学
校
の
統

廃
合
と
は
、
基
本
的
に
別
の
制
度
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
統
廃
合
の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成
11
年
２
月
に
策
定
し
た

「
長
崎
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
の
基

本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
学
校
の
小
規
模

化
と
老
朽
化
の
双
方
に
課
題
を
抱
え
る

学
校
の
状
況
を
十
分
に
見
極
め
、
適
切

に
対
処
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
３
月
20
日
午
前
10
時
53
分
ご
ろ
九
州
北
部

で
震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
り
、
福
岡
県
を

中
心
に
多
く
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。長

崎
県
で
も
壱
岐
市
で
震
度
５
強
・
長

崎
市
は
震
度
３
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
震
度
５
以
上
を
観
測
さ
れ
た
の

は
今
回
で
３
度
目
で
、
１
回
目
は
大
正
11

年
12
月
８
日
に
長
崎
市
で
震
度
５
を
記
録

し
、
２
回
目
は
昭
和
59
年
８
月
６
日
に
南

高
小
浜
町
で
震
度
５
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
は
、
新
潟
・
中
越
地
震
、
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
長
崎
市

は
昭
和
57
年
の
大
水
害
後
、
防
災
無
線
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
か
長
崎

で
も
か
と
思
っ
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
、
や
っ
て
来
る
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
家
庭
内
で

も
被
害
防
止
対
策
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

学
校
選
択
制
度
に
つ
い
て
質
問
を
行
う
！

主
な
質
問
要
旨

立山公園にて

自席にて質問を行う

【通学区域外入学が多かった中学校】

A
B
C
D
E

106
67
253
120
90

29
27
20
15
42

2
3
0
3
0

－27
－24
－20
－12
－42

79
43
233
108
48

学
　
校

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

入
学
予
定
者
数
①

通
学
区
域
外
へ
の

入
学
希
望
者
数
②

通
学
区
域
外
か
ら
の

入
学
希
望
者
数
③

③－②

①－②＋③

入
学
者
数
見
込

お知らせ

五
輪
清
隆

後
援
会
総
会
を
開
催
！

日
時：

平
成
17
年
４
月
20
日（
水
）

18
時
40
分
よ
り

場
所：
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル

ア
ス
ト
ピ
ア

み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ご
出

席
下
さ
い
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平成平成1717年度予算など可年度予算など可決！平成平成1717年度予算など可年度予算など可決！平成17年度予算など可決！
総額総額2,0022,002億円億円総額総額2,0022,002億円億円総額総額2,0022,002億円億円総額2,002億円 一般会計

予　　算（　　　　）

２
０
０
５
年
３
月
定
例
議
会
は
３
月
２
日
開
会
し
、
会
期
を
25
日
ま
で
の
24
日
間
と
決
定

す
る
と
と
も
に
、
１
市
６
町
が
合
併
し
新
し
い
長
崎
市
と
な
っ
て
は
じ
め
て
の
予
算
と
な
る
、

総
額
２,
０
０
２
億
１
千
万
円
の
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
45
の
議
案
が
上
程
さ
れ
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
の
４
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
、
特
別
委

員
会
の
設
置
お
よ
び
正
副
委
員
長
も
決
定
し
ま
し
た
。
開
会
当
初
、
伊
藤
一
長
市
長
の
施
政

方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
王
島
、
高
島
の
事
務
助
役
を
「
地
域
専
門
員
」
と
し
て
雇
用
す
る
経
費
や「
市
民
委
員
会
」

の
経
費
と
旧
高
島
町
の
蠣
瀬

か
き
せ

公
衆
浴
場
の
運
営
費
な
ど
約
１
、５
５
０
万
円
を
減
額
修
正
し
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
議
員
提
出
の
被
爆
60
周
年
の
決
議
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
関

す
る
意
見
書
な
ど
58
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●

立
山
防
空
壕
保
存
整
備
事
業
費

…
…
３,
８
０
０
万
円

長
崎
県
防
空
本
部
跡
（
立
山
防
空
壕
）

の
一
般
公
開
に
向
け
て
、
当
時
の
状
況
を

で
き
る
だ
け
変
え
な
い
形
で
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
保
存
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
案
内
板
等
の
展
示
整
備
を
行
う
。

●

平
和
祈
念
式
典
行
事
費

…
…
４,
８
３
３
万
５
千
円

被
爆
60
周
年
に
あ
た
り
、
平
和
祈
念
式

典
に
全
て
の
市
立
の
小
中
学
校
及
び
高
等

学
校
か
ら
児
童
、
生
徒
代
表
の
参
加
を
図

る
と
と
も
に
、
核
保
有
国
等
の
駐
日
全
権

大
使
を
招
聘
す
る
。

●

予
防
接
種
費
…
４
億
２,
５
５
０
万
２
千
円

乳
幼
児
・
高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
…
１
億
８,
６
８
０
万
３
千
円

乳
幼
児
・
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
公

費
助
成
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
実
施
す
る
。

●

女
神
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
整
備
事
業

費
負
担
金
…
…
１
億
１,
０
０
０
万
円

長
崎
港
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
女

神
大
橋
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
に
つ
い

て
、
県
と
共
同
で
整
備
す
る
。

平
成
17
年
度
予
算
の
主
な
内
容

●

歴
史
文
化
博
物
館
建
設
事
業
費

…
…
７
億
１,
８
０
０
万
円

「
諏
訪
の
森
再
整
備
構
想
」
に
基
づ
き
、

県
と
共
同
で
「
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
」

を
建
設
す
る
。

開
館
予
定：
平
成
17
年
秋

《
平
成
17
年
度
事
業
内
容
》

建
築
工
事（
博
物
館
本
体
）・
展
示
工
事

長崎歴史文化博物館完成予想図

女神大橋（完成予想写真）

消防庁舎建設（完成予想図）

（1）
観
光
ガ
イ
ド
育
成
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

…
…
１,
３
０
０
万
円

（2）
新
し
い
観
光
魅
力
発
信
事
業
費

…
…
２
億
５,
０
０
０
万
円

（3）
長
崎
さ
る
く
博
’06
イ
ベ
ン
ト
費

…
…
１
億
４,
７
０
０
万
円

本
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
の
市
民
へ
の
周

知
と
盛
り
上
が
り
を
醸
成
し
、
併
せ
て
ガ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
や
運
営
手
法
の

試
行
を
行
う
た
め
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。

●

も
の
づ
く
り
支
援
事
業
費
（
造

船
技
術
教
育
訓
練
事
業
費
）

…
…
…
…
３
０
０
万
円

中
小
造
船
企
業
に
お
け
る
技

術
者
の
確
保
と
育
成
を
図
る
た

め
、「
長
崎
市
造
船
技
術
教
育

訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

新
規
雇
用
者
を
対
象
に
基
本
研
修
を
行

う
。

●

消
防
庁
舎
建
設
事
業
費

…
…
５
億
８,
３
１
８
万
１
千
円

中
央
消
防
署
の
建
替
え
に
伴
い
、
消
防

局
・
中
央
消
防
署
及
び
防
災
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
た
総
合
的
な
防
災
拠
点
と
し
て
再

整
備
す
る
。

建
設
期
間：

平
成
17
〜
18
年
度

〈単位：千円〉

歳入
2,002億
1千万円

歳出
2,002億
1千万円

市税  25.4％
（50,957,420）

国庫支出金  23.7％
（47,465,356）

地方交付税  19.4％
（38,800,000）

諸収入  10.4％
（20,834,882）

市債  7.4％
（14,899,700）

繰入金  2.4％
（4,768,911）

使用料及び手数料
2.3％（4,529,126）

その他  9.0％
（17,959,202）

民生費  37.5％
（75,150,905）

総務費  14.6％
（29,250,740）

公債費  13.3％
（26,592,510）

土木費
11.0％

（22,073,947）

衛生費  7.9％
（15,810,980）

教育費  6.3％
（12,681,129）

商工費  3.5％
（7,080,835）

消防費  3.3％
（6,516,402）

農林水産費  2.0％
（3,954,488）

その他  0.6％
（1,102,661）

長崎市の一般会計予算

市
長
の
市
政
方
針
（
要
旨
）

平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

伊
藤
市
長
は
市
政
方
針
の
中
で
、「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
初
年
度
と
な
っ
た
昨
年

度
は
、
普
通
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債

が
、
42
億
円
が
減
少
し
、
本
年
度
も
状
況

は
解
消
さ
れ
ず
厳
し
い
財
政
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
将
来
の
財
政
運
営
も
視
野
に
入

れ
、「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
の
原
則

の
も
と
、
自
立
、
安
定
し
た
地
方
自
治
体

を
目
指
す
と
述
べ
ま
し
た
。

重
点
施
策
と
し
て
は
、
①
「
農
水
産
・

地
産
地
消
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
長
崎
の

「
食
」
の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
農
業
・

水
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。
②
「
被

爆
60
周
年
」
で
あ
る
今
年
度
は
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
と
核
兵
器
廃
絶
に
対
す
る

長
崎
の
思
い
を
世
界
に
強
く
訴
え
、
そ
の

思
い
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
節
目
の
年
に

す
る
。
③
「
長
崎
さ
る
く
博
」
は
ス
テ
ッ

プ
の
年
と
し
て
「
遊
・
通
・
学
さ
る
く
」

の
コ
ー
ス
や
テ
ー
マ
を
増
や
し
、
全
国
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ

ド
の
増
員
な
ど
を
行
う
。
④
長
崎
駅
周
辺

の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
九
州
新
幹
線
長

崎
ル
ー
ト
の
建
設
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
の
連

続
立
体
交
差
事
業
及
び
こ
の
連
続
立
体
交

差
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
土
地
区
画
整
理

事
業
を
行
い
、
都
市
交
通
基
盤
の
整
備
と

鉄
道
用
地
な
ど
の
土
地
利
用
の
転
換
、
高

度
利
用
を
図
り
、
都
市
部
の
活
用
化
を
目

指
す
。
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
予
算
に
対
す
る

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
の
討
論
（
要
旨
）

「
平
成
17
年
度
長
崎
市
一
般
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
、
私
が
所
属
す
る
「
民
主
・
市

民
ク
ラ
ブ
」
は
、
賛
成
す
る
立
場
か
ら
次

の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

①
「
選
択
と
集
中
」
の
手
法
を
導
入
さ
れ

た
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
納

得
で
き
る
目
的
、
必
要
性
を
厳
粛
に
審

査
し
、
執
行
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

②
被
爆
60
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年

の
取
り
組
み
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
被
爆
の
実
相
を
知
っ
て
い
た
だ

く
為
の
事
前
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
「
被
爆
60
周
年
事

業
」
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
赤
字
経
営
が
続
く
衛
生
公
社
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
普
及
率
の
ア
ッ
プ

と
い
う
社
会
環
境
の
変
化
も
あ
る
な
か

で
、
長
崎
市
環
境
部
と
公
社
が
一
体
と

な
っ
て
、
経
営
陣
の
刷
新
を
踏
ま
え
、

今
後
、
組
織
、
経
営
の
現
状
分
析
と
対

策
を
含
め
た
抜
本
的
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

④
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

の
合
意
事
項
を
遵
守
す
る
と
共
に
、
市

民
に
理
解
で
き
る
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
、
意
見
、
要
望
を
申
し
上
げ
、
平

成
17
年
度
が
新
長
崎
市
の
飛
躍
の
年
度
と

な
る
よ
う
期
待
し
、
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

の
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。
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都
市
再
生
推
進
事
業
費
〔
北
消
防
署
跡
地

整
備
〕
…
…
…
…
…
…
７,
２
０
０
万
円

北
消
防
署
跡
地
を
、
本
市
北
部
の
生
活

都
心
で
あ
る
住
吉
地
区
の
住
環
境
整
備
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
方
々
が
多
目
的
に

活
用
で
き
、
憩
い
と
潤
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
都
市
公
園
整
備
を
行
う
。

●

観
光
２
０
０
６
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進

事
業
費
…
…
…
７
億
８
６
６
万
２
千
円


